


















成の存在論を、一一豆諸と論理という事象に適応していくという側面をもっ。そこで言語における「意味」 位相は、「指示作用」「表示作用」「意味作用問」とは異なった、一言語を諮 第四の次元としてとりだされる。こうした「意味」の位相は、「出来事性」や「特異性」に関するドゥルiズの存在論的議論と重ねあわされて論じられるのである。時間的・空間的に展開される成の議論に、「意味」 探求は新たな局面を付け加える。
「意味」は、「意味作用巴の観点からは「中立」的であり、パラドックス



































































































































































































































































癒しなくてはな な 。?フング」の領域と まさに「意味作用」が機能する場面である。
そこでは「指示作用」も「表出作用」も
「意味作用」に基礎づけ れること な ( 世界 と「神 との優先)。
だがそこでも、「意味作用」が機能するためには、
それは「指示
作用」を前提としていると述べられてしまう。 命題 意味作用」は、「命題」 それが「指示」する事物の状態 の連関を、
てコ














































































































































































































































































































































































「前提とす 集合を分射出する要素」からな 「悪循環」。こ らが、「意味作用の決定」 受けるがゆえに引き起こされ 、二つのパラドックスの種類なのである。
ドゥル
iズは、これらのパラドックスは、「指示作用」「表出作用」





































































































が生じ、変化そのものが現出していくことにほかならない。こうした「生成」とは、基本的に、「予見」を中心 する 機能を裏切るものである。だから、新た ものが現出する時間とは、

































く逃れながら、同時にそれ自身の「空虚な形式」 まさに「永遠」と関わってしまうよ な、(物理的循環ではな )「永遠匝
の時間として描かれるのである。
ここで「直線」という形象は、「生成いを扱う時間が、「現在」と
いう定点を、 最小限」におい であれると 仕方で)、「最大限」においてであれ(そうした「分割」が
(無限に「下位分割」され






























































































































ても提示さ くのである。それ 平恩味」のこ 領野が、後に述べられる「静的発生」の基盤であることに、ただちに結びつい















































































































































































































































が見いだされていた。こうした要素は、まさに 論理的命題 椴可能性の条件と形式」の「構成」に結びつ ものである。
そこで
「個体」と「人称」とは、こうした「可能性」を「実現」するための、 質料的審級」の役割を果 すと捕かれる。それは、 条件付けられたものの実在へ 必然的な連関を、論理 命題において決定す
ものなのである守・志凶)。つまり、「個体」との関係として描かれる「指示作用」、「人称」














































153- r意味の論理学J における静的発生と動的発生について( 1 ) 
のつニ次的配置」を描いていく行程は、すでに何度も述べたよ











Sur la gen鑚e statique et la gen鑚e dynam均ue dans 
'Logique du sens.' 
HIGAK1 Tatsuya 
En 馗rivant son deuxiとme ouvrage principal, c'est-ふdire 'Logique du sens', Gilles Deleuze a 
d騅elopp? sa th駮rie du 'devenir' d註ns deux directions. 
D'une part, il commence 主 traiter du langage. Il trouve la phase du 'sens' ?la 'surface', qui se 
distingue de la 'désignation', de la 'manifestation', de la 'signification'. Il appelle cette phase 
'organisation secondaire', et d馭init le processus de la constitution du langage ?partir de cette phase 
comme 'gen鑚e statique' 
D'autre part, il ouvre une nouvelle voie pour chercher le fond du 'devenir'. C'est 'l'ordre primaire' 
dans lequel on peut parler du 'Corps sans organs'. Il d騁ermine la formation de la 'surface m騁aｭ
physique' comme 'genとse dynamique'. 
Dans cet essai, je me concentre sur l'騁ape de la 'genとse statique' en 馗laircissant le 'sens' de 
plusieurs points de vue. Selon Deleuze, on peut avoir acc鑚 au 'sens' seulement par les 'paradoxes' 
dont les exemples pr駸entent les oeuvres de Lewis Carroll. En consid駻ant les 'paradoxes', on peut 
mettre le 'sens' en rapport avec 'l'騅駭ement' et discuter cette phase comme 'champ transcendental' 
oむ les singularit駸 sont distribu馥s. Dans ce champ, les 'individus' (fondement de la 'désignation'), 
les 'personnes' (fondement de la 'manifestation') et les 'clases' et les 'propri騁駸' (fondement de la 
'signification') apparaissent et le syst鑪e du langage ('l'ordonn加ce tertiaire') se construit. 
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